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▶問合せ　企画グループ　☎079（435）0356
住民満足度調査結果をお知らせします

　令和３年度からスタートした「第５次播磨町総合
計画」に基づき、各種施策を進めています。
　まちづくり分野ごとの進捗を図るために実施した
満足度調査の結果の一部を報告します。
　多くの皆さんからご回答をいただき、
ありがとうございました。
　全調査結果は、町ホームページで
ご覧いただけます。

調査の概要

調査結果

Ｑ　播磨町は暮らしやすいですか

Ａ　暮らしやすい　87.6％

Ｑ　主な施策の満足度について

Ａ　住み続けたい　86.8％

Ｑ　これからも住み続けたいですか

調査対象　町内在住の18歳以上の人
　　　　　（無作為抽出）
調査期間　令和４年５月２日～５月31日
調査方法　郵送による配布・回収
回収結果　配布数　1,000票
　　　　　回収数　478票（回収率47.8％）

年代別では、50歳代～60歳代では「どちらかとい
えば暮らしやすい」と答えた人が最も多く、それ以
外では「暮らしやすい」と答えた人が最も多くなっ
ています。

年代別では、20歳代と40歳代～80歳以上で「現在
のところにずっと住み続けたい」と答えた人が最も
多くなっています。
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施策の満足度が最も高い分野は「上・下水道の整
備」で、次いで「公園緑地と水辺環境の保全」とな
っています。一方、満足度が低い分野は「公共交通
の維持・確保」、次いで「商工業の振興」などとな
っています。

上・下水道の整備
公園緑地と水辺環境の保全

ごみの減量・リサイクル活動の推進
子育て支援の充実

歴史・文化遺産の保存と活用
子どもたちの学びの充実

生涯学習の充実
市街地の整備

健康づくりの推進と地域医療体制の充実
地域福祉の充実

健全な保険制度の運営
高齢者福祉の充実

地域活動の活性化と住民協働の推進
バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進

生活環境の向上
防犯対策の充実 

道路・交通ネットワークの維持・整備
消防・防災体制の強化 

健全な行財政運営
障がい者福祉の充実

多文化共生・人権教育の推進
農漁業の振興

消費者安全の推進
交通安全対策の充実

商工業の振興
公共交通の維持･確保
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※満足５点、やや満足４点、普通３点、やや不満２点、不満１点。
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●９月以降のもの忘れ健診日程と会場

９月14日（水）
野添コミセン

１月11日（水）
福祉会館

９月30日（金）
野添コミセン

１月17日（火）
野添コミセン

10月８日（土）
中央公民館

１月27日（金）
中央公民館

10月31日（月）
南部コミセン

２月６日（月）
中央公民館

11月28日（月）
中央公民館

12月24日（土）
中央公民館

２月14日（火）
中央公民館

※原則として９：00～11：30に実施。

認知症
ガイドブック

認知症の進行と症状について、「認知症ガイドブック」から抜粋しました

●財布の中に小銭
が増える
●もの忘れが多く
ある
●会話の中に「あ
れ」「それ」など
の代名詞がよく出
てくる
●片付けが苦手に
なる
●物をよく無くす

●着替え・食
事・排せつ・入
浴に常に介助が
必要になる
●会話でのコミ
ュニケーション
が難しくなる
●家族の顔が分
からなくなる

●金銭管理が難しく
なる
●探しものをする時
間が増える
●必要な物を必要な
だけ買うことができ
ない
●同じことを繰り返
し聞く
●やる気がなくなっ
たり、不安が強くな
る
●火の消し忘れがあ
る

●薬を間違えて
飲む
●道に迷うよう
になる
●季節に合った
服が選べない
●家電の操作が
難しくなる
●電話や来客の
対応が難しくな
る
●使い慣れた道
具の使い方が分
からなくなる

●道に迷って帰
ってこられない
ことがある
●着替え・食
事・入浴・排せ
つがうまくでき
なくなる
●日にちや季節
が分からなくな
る

町ホームページ
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